
令和６年度福島県立高等学校入学者選抜における選抜方法 

別紙２ 

【調査票】 

学校番号 学 校 名 課   程 

２１ 福島県立あさか開成高等学校 全日制 

 

【前期選抜】 

特色選抜 

大学科  

小学科  

募 集  

定員枠  
志願してほしい生徒像  

国際科学科  ８％  

程度 
本校は、県内唯一の国際科学科の高等学校である。SDGｓへの取り組み、地域社会や海外での学習活動を含めた多様な経験を通して、自らのよさを生かし、様々な

人と力を合わせ、主体的に社会の課題解決について考え行動する人材の育成を目指している。そのため、本校の特性を十分に理解し、入学後、学業と両立しながら様々

な活動に積極的に取り組み、それらの活動を通して自らを高めようとする生徒を求めている。 

選  抜  資  料  

学 力 検 査  特色選抜志願理由書  調 査 書  特 色 面 接  特 色 検 査  選抜資料の満点  備 考  

 ５教科とする。  

 満点は、２５０

点とする。  

本校への志望動機及び高

校生活での目標や取り組み

たいこと等について本人が

記入する。  

 

「各教科の学習の記録」の評定につい

ては、国語、社会、数学、理科、外国語

（英語）、音楽、美術、保健体育、技術・

家庭の第１学年から第３学年の評定の合

計に音楽、美術、保健体育、技術・家庭

の第１学年から第３学年の評定の合計を

さらに加えて、１９５点満点とする。「特

別活動等の記録」及び「長所・特技等の

記録」（部活動や地域クラブ活動等の実績

や取組内容も含む）は点数化し、２０５

点満点とし、合計４００点満点とする。  

 個人面接を実施する。

個人面接では、特色選 

抜志願理由書に基づき、 

本校で学ぶ意欲や目的意 

識等についてみる。  

 面接については、点数

化し、３００点満点とす

る。  

 実施しない。  全 体 の 満 点

は、９５０点と

する。  

 

 

 



令和６年度福島県立高等学校入学者選抜における選抜方法 

別紙２ 

【調査票】 

学校番号 学 校 名 課   程 

２１ 福島県立あさか開成高等学校 全日制 

 

一般選抜 

大学科  

小学科  
募集定員  

選  抜  資  料  学力検査と調査

書の成績の比重  
備 考  

学 力 検 査  調 査 書  一 般 面 接  

国際科学科  （160）   ５教科とする。  

 満点は、２５０点とす

る。 

 「各教科の学習の記録」は１９

５点満点とする。「特別活動等の記

録」及び「長所・特技等の記録」

（部活動や地域クラブ活動等の実

績や取組内容も含む）は点数化し

ないが、内容について精査する。  

 集団面接を実施する。 

 面接については、段階評

価する。 

 同等とする。  

 

 

 

【後期選抜】 

大学科  

小学科  

選  抜  資  料  
備 考  

調  査  書  面    接  小論文（又は作文）  

国際科学科  「各教科の学習の記録」は１３

５点満点とする。「特別活動等の記

録」及び「長所・特技等の記録」

（部活動や地域クラブ活動等の実

績や取組内容も含む）は点数化し

ないが、内容について精査する。  

個人面接を実施する。  

 面接については、段階評価する。  

 作文を実施する。  

 あるテーマについて、８００字程度で自

分の感想や思いを述べる作文とする。  

 作文については、段階評価する。  

 

 

 



令和６年度福島県立高等学校入学者選抜における選抜方法 

別紙２ 

【調査票】 

学校番号 学 校 名 課   程 

２１ 福島県立あさか開成高等学校 全日制 

 

【外国人生徒等に係る特別枠選抜】 

大学科  

小学科  

募 集  

定員枠  

選  抜  資  料  
備 考  

調 査 書  作  文  面  接  基礎学力検査  

国際科学科  若干名   「各教科の学習の記録」は

１３５点満点とする。「特別活

動等の記録」及び「長所・特

技等の記録」（部活動や地域ク

ラブ活動等の実績や取組内容

も含む）は点数化しないが、

内容について精査する。  

 本県所定の調査書の記載が

困難な場合は、外国における

最終学校の成績証明書、又は

これに代わるもので代替する

ことができる。 

 日本語による作文を実施す

る。  

 あるテーマについて、８０

０字程度で自分の感想や思い

を述べる作文とする。  

 作文については、段階評価

する。  

日本語による個人面接を実

施する。  

面接内容には、日本語の文

章を音読し、それについて日

本語で問う内容を含む。  

面接については、段階評価

する。  

基礎学力検査（数学、英語）

を実施する。  

基礎学力検査については、

点数化し、１００点満点とす

る。  

 

  


